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「西花苑地区」 
 

資料４－３ 



１．概要書 
 

 

 

【被害概要】 

被害分類 

 

 

 

 

 

被害宅地 面積 約7,000ｍ2 宅地数 ５宅地 

被害要因 

 

 

 

 

 

【位 置 図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平面図（被災状況写真位置図）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【被災状況写真】 
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盛土（緩い砂）

① 谷埋め型盛土に起因 ② 腹付け型盛土に起因 ③ 地すべり地形に起因 

⑤ 擁壁の安定性不足に起因 ⑥ 緩い盛土に起因 ④ 切盛境界に起因 ⑦ 地盤の液状化に起因 

区 名 青葉区 地区名 西花苑一丁目 主な街区 22・23・35・36番街区の一部 

被災地

写真－１ 写真－２ 

被災タイプ Ａ 被災タイプ Ｂ 被災タイプ Ｃ 

被災地 

写真－４ 写真－３ 

写真-1 

写真-3

写真-4 

写真-2 

Yahoo!地図より引用・加筆 
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２．追加調査事項 

調査等位置図 追加調査項目一覧 

 
 

H24年度 

追加調査項目 
調査位置、孔番号 調査目的 

表面波探査 1測線 

盛土層の緩み範囲及び切盛境界を推定するため、せん断波速度の平

面・断面分布を把握する。地表面に生じた変状箇所を包括する、既設

道路上にて縦横断方向に実施。 

 

作業写真等 

表面波探査状況 

 

 

【凡 例】 

切土境界 

盛土境界 

 

機械ボーリング 

簡易貫入試験 

既往調査地点(H23年度) 

表面波探査測線 

(既往)○○-△ 
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平成23年度 検討内容 平成24年度 検討内容 

本地区においては、谷埋め型盛土のすべり変状が生じている。 

旧地形および地質調査結果より、変状は旧地形での沢部に沿って生じており、盛土部の自然水位は高い状態にあったもの

と推定できる。 

盛土部分の土の飽和度は高い状態にあり、Ｎ値も低いことより（概ねＮ＝5 以下）、土の強さは十分ではなかったと推察で

きる。 

これに継続時間の長い大きな地震動（最大震度 6 弱）が作用したことにより、土の強さは低下し、盛土内のすべり変状が

生じたものと考えられる。 

 

素因 

・谷埋め型盛土であり、地下水位が高かった。 

・盛土のＮ値は、概ねＮ＝5以下と小さく、土の強さは十分では 

なかった。 

誘因 
・最大震度６弱(仙台市青葉区、2011年3月11日発生) 

・継続時間の長い地震動 

 

変状発生 
・地震動により、盛土内ですべり変状が発生。 

・すべった土塊の下部は崩壊し、斜面を流れ下った。 

 

当該地の変状は、旧地形における2本の沢筋で発生している（A-A’断面、B-B’断面）。 

◆ 斜面上部の谷埋め型盛土においてすべり変状が生じ、すべった土塊の下部が崩壊し、斜面を流れ下った。 

本地区においては、谷埋め型盛土のすべり変状が生じている。 

旧地形および地質調査結果より、変状は旧地形での沢部に沿って生じており、盛土部の自然水位は高い状態にあったもの

と推定できる。 

盛土部分の土の飽和度は高い状態にあり、Ｎ値も低いことより（概ねＮ＝5 以下）、土の強さは十分ではなかったと推察で

きる。地表面変形および被災宅地分布は、表面波探査によるVs=180ｍ/secの速度境界と良い相関性を示す。 

これに継続時間の長い大きな地震動（最大震度 6 弱）が作用したことにより、土の強さは低下し、盛土内のすべり変状不

安定な地山を通るすべり崩壊が生じたものと考えられる。 

 

素因 

・谷埋め型盛土であり、地下水位が高かった。 

・盛土のＮ値は、概ねＮ＝5以下と小さく、土の強さは十分では 

なかった。 

誘因 
・最大震度６弱(仙台市青葉区、2011年3月11日発生) 

・継続時間の長い地震動 

 

変状発生 

・地震動により、盛土内ですべり変状不安定な地山を通るすべり崩壊

が発生。 

・すべった土塊の下部は崩壊し、斜面を流れ下った。 

 

当該地の変状は、旧地形における2本の沢筋で発生している（A-A’断面、B-B’断面）。 

◆ 斜面上部の谷埋め型盛土において、すべり変状が生じ、すべった不安定な地山を通るすべり崩壊が生じ、移動土塊

の下部が崩壊し、斜面を流れ下った。 

３. 変状メカニズム 
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【表面波探査 速度層断面図】 【速度層断面 平面配置図】 
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盛土の緩み範囲（Vs≒180m/sec境界） 

盛土の緩み範囲（Vs≒180m/sec境界）

・せん断波速度 Vs=180m/sec の境界は、主たる変状範囲およびその周囲に確認される被災宅地の分布と概

ね一致しており、本境界が盛土の緩み範囲を示すものと想定される。 

・当地区では滑動崩落のうちのすべり崩壊が発生しており、盛土の緩み範囲の大部分は、崩土として流出

している。このため、残存宅地の盛土に生じている緩み範囲は、比較的狭い範囲に限られる。 
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◆平成23年度 検討平面図 ◆平成24年度 検討平面図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆速度区分断面図：表面波探査1測線の為、次頁に地質断面図として示す。 

 

明瞭な変状が確認される範囲をすべ

りブロックとして評価した。 

滑動崩落に伴う影響範囲は、

Vs=180m/sec境界付近と想定される。 

 

A

A
’

 

B

B
’

 

旧地形の沢筋に沿った 2 箇所の谷埋

め型盛土ですべり変状が生じてい

る。 

旧地形の沢筋に沿った 2 箇所の谷埋

め型盛土ですべり変状が生じてい

る。 

【凡 例】 

切土境界 

盛土境界 

開口亀裂 

圧縮・隆起 

主たる変状範囲 

盛土の緩み範囲 

被災宅地 
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◆平成23年度 検討断面図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆平成24年度 検討断面図 
 

 

 

 

 

A-A’断面

A 

B-B’断面 

Ba2：盛土・崩積土（礫混じり粘性土・砂質土）

Ba1：盛土（礫混じり粘性土・砂質土） 

Dt：崖錐堆積物（岩屑・土砂） 

Td：段丘堆積物（礫質土） 

Mt：三滝層（安山岩溶岩・火山礫凝灰岩） 

Ba2：盛土・崩積土（礫混じり粘性土・砂質土）

Ba1：盛土（礫混じり粘性土・砂質土） 

Dt：崖錐堆積物（岩屑・土砂） 

Mt：三滝層（安山岩溶岩・火山礫凝灰岩） 

A’

B

B’

・盛土層厚の大きいB-B’断面を検討断面として設定 

・断面図は崩壊後の斜面形状を表しているため、崩壊時のすべり面は

表現していない) 

-6-


